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＊図面は明倫自主防災会と明倫防災・福祉協力委員会に帰属されています。 

 

             
 

           

「
明
倫
防
災
」 

～
明
倫
の
防
災
対
策
～ 

 

す
べ
て
の
活
動
を
停
止
さ
せ
て
い
る
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
す
が
、
災
害
が
多
発
す 

る
状
況
下
、
感
染
症
対
策
も
含
め
て
、
防
災 

対
策
は
ど
の
よ
う
に
取
ら
れ
て
い
る
の
か
明

倫
自
主
防
災
会
と
区
役
所
に
取
材
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

★
避
難
所
の
運
用
方
法
や
使
用
の
際
の 

注
意
事
項
は
、 

 

●
避
難
所
の
基
本
（
概
念
と
理
念
）
の
と
お
り

で
あ
り
、
京
都
市
の
災
害
時
に
お
け
る
避
難 

所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
資
料
編
）
に
お
い
て
、 

基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
避
難
所
を
利
用
で

き
る
対
象
者
は
①
避
難
所
で
の
避
難
生
活
を

希
望
す
る
者
②
在
宅
被
災
者
③
旅
行
者
、
通 

勤
通
学
者
等
の
帰
宅
困
難
者
と
さ
れ
て
い
ま

す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

し
か
し
、
芸
術
セ
ン
タ
ー
の
避
難
者
収
容
人
数

は
学
区
民
全
員
の
収
容
は
難
し
く
、
お
お
よ
そ

６
７
９
人
で
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
お

お
よ
そ
３
分
の
１
か
２
分
の
１
に
な
り
ま
す
。 

フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
の
面
積
で
３
０
人
の
収
容
が

目
安
に
な
り
ま
す
。 

●
芸
術
セ
ン
タ
ー

に
開
設
さ
れ
た
避

難
所
に
集
ま
る
情

報
に
つ
い
て
は
生

活
支
援
・
食
料
、

水
の
配
給
拠
点
・

簡
単
な
手
当
て
や

健
康
相
談
・
被
災
者
の
相
談
が
中
心
で
す
。
交

通
情
報
を
は
じ
め
帰
宅
困
難
者
へ
の
支
援
は
、

災
害
時
帰
宅
支
援
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
は
じ
め
と

す
る
協
力
店
舗
や
緊
急
避
難
広
場
な
ど
に
集
ま

り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

★
帰
宅
困
難
者
避
難
ポ
ス
タ
ー
（
４
か
国
語
） 

特
別
な
場
合
を
除
き
、
こ
の
ポ
ス
タ
ー
の
提

示
で
帰
宅
困
難
者
と
学
区
内
被
災
者
と
の
混

雑
混
乱
を
避
け
る
た
め
に
有
効
と
思
わ
れ
ま

す
。
帰
宅
困
難
者
で
海
外
か
ら
の
旅
行
者
の
う

ち
日
本
語
で
の
会
話
が
困
難
な
場
合
に
は
、
指

定
避
難
所
（
芸
術
セ
ン
タ
ー
な
ど
）
よ
り
も
緊

急
避
難
広
場
（
二
条
城
な
ど
）
が
情
報
が
得
や

す
く
な
り
ま
す 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現
在
、
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
所
取
り
扱
い
は
、
自

治
連
、
芸
術
セ
ン
タ
ー
と
で
協
議
中
で
す
。 

  

★
帰
宅
困
難
者
の
対
象
者
は
ど
の
様
な
方
達
で

す
か 

＊
旅
行
者
（
日
本
国
内
・
海
外
）
＊
ホ
テ
ル 

の
宿
泊
客 

＊
飲
食
店
を
は
じ
め
物
販
店
な

ど
の
来
客
者 

＊
学
区
以
外
か
ら
の
通
勤
者 

 
 
 

＊
医
療
機
関
・
公
共
機
関
な
ど
の
来
訪
者 

＊
そ
の
他
（
学
区
外
の
方
が
中
心
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

二
〇
二
〇
年
十
月
一
日
発
行 

明
倫
自
治
連
合
会
広
報
委
員
会 

発
行
部
数
二
〇
〇
〇
部 

人
口 

 

三
〇
七
七 

世
帯
数 
一
六
九
六 

 

題字:槇村正直 
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＊
参
考
資
料
と
し
て
京
都
市
の
災
害
時
に
お

け
る
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
資
料
編
） 

京
都
市
災
害
対
策
帰
宅
困
難
者
の
ガ
イ
ド
マ

ッ
プ
や (
京
都
市
災
害
対
策 

帰
宅
困
難
者 

参
照)

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

★
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
拡
大
（
新
し

い
生
活
様
式
）
の
中
で
の
避
難
に
つ
い
て 

 

● 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
へ
の
対
策
が
必

須
の
為
、
今
ま
で
の
避
難
所
運
営
と
の
違
い
は 

変
更
・
追
加
が
多
い
の
で
進
行
形
で
あ
り
ま
す

が
、
ま
ず
は
、
受
付
が
設
置
さ
れ
る
と
保
健
士

が
配
属
さ
れ
る
ま
で
は
、
住
民
に
よ
る
健
康
状

態
（
検
温
、
マ
ス
ク
着
用
、
手
指
消
毒
）
の
チ

ェ
ッ
ク
を
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
そ
れ

を
済
ま
せ
て
か
ら
、
割
り
当
て
ら
れ
た
場
所
に

移
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
但
し
、
自
身
の

い
る
場
所
の
安
全
が
確
保
さ
れ
、
避
難
所
よ
り

も
快
適
に
過
ご
せ
る
場
合
は
、
あ
え
て
避
難
せ

ず
、
情
報
収
集
を
怠
ら
ず
に
自
宅
避
難
す
る
の

も
一
つ
の
方
策
で
す
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

★
具
体
的
に
学
区
民
が
こ
れ
だ
け
は
守
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
行
動
は 

●
密
に
な
ら
ぬ
様
、
国
の
方
針
を
守
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●
検
温
・
手
指
消
毒
・
マ
ス
ク
着
用
・
ソ
ー 

シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
・
フ
ィ
ジ
カ
ル
デ
ィ 

ス
タ
ン
ス
等
を
念
頭
に
中
京
区
役
所
よ
り
支

給
さ
れ
た
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
用
の
備
蓄
品
も

使
用
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

★
協
力
ホ
テ
ル
に
つ
い
て 

自
治
連
合
会
と
し
て
学
区
内
ホ
テ
ル
業
者
に

協
力
協
定
を
締
結
さ
れ
て
い
る
の
は 

 
 
 

●
三
井
ガ
ー
デ
ン
ホ
テ
ル
・
京
都
新
町
別
邸 
 

 
 
 
 

＊
６
ペ
ー
ジ
に
紹
介 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

★ 

独
居
老
人
・
障
害
者
等
に
対
す
る
支
援
に
つ

い
て
具
体
的
な
対
応
は 

 
●
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
と
の
関
係
が
あ
る
の

で
検
討
中
。
通
常
は
、
ホ
テ
ル
協
定
も
一
部 

活
用
し
ま
す
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●
学
区
内 
民
生
委
員
の
方
々
を
中
心
に
福

祉
避
難
所
（
災
害
が
起
こ
っ
て
か
ら
３
日
後 

に
設
営
さ
れ
る
）
が
開
設
さ
れ
ま
す
。
京
都 

市
と
本
人
と
の
協
議
の
上
、
最
適
な
避
難
所
に

避
難
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

★
ペ
ッ
ト
と
一
緒
に
避
難
す
る
（
ペ
ッ
ト
避
難
）

た
め
の
方
法
は 

●
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
の
中
ペ
ッ
ト
避

難
も
再
検
討
中
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●
京
都
市
は
ペ
ッ
ト
避
難
を
推
奨
し
て
い
る

が
、
当
学
区
の
避
難
所
の
ス
ペ
ー
ス
か
ら
考
え

る
と
難
し
い
側
面
も
あ
り
ま
す
。
基
本
は
、
屋

根
の
あ
る
場
所
１
か
所
は
与
え
ら
れ
る
の
で
、

ペ
ッ
ト
に
対
す
る
し
つ
け
が
肝
心
（
吠
え
な
い
、

ケ
ー
ジ
に
入
る
、
人
の
言
う
こ
と
を
聞
く
等
）

で
す
。
又
、
ペ
ッ
ト
の
餌
や
ト
イ
レ
シ
ー
ト
な

ど
い
つ
も
使
っ
て
い
る
物
の
持
参
も
必
須
と
な

ペットと避難するための心得                 避難所における新型コロナ感染予防について 
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り
ま
す
。
ペ
ッ
ト
の
所
有
者
の
方
々
に
は
、
犬

や
猫
な
ど
の
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
っ
て
い
る
方

へ
の
配
慮
も
お
願
い
し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●
ペ
ッ
ト
を
所
有
し
て
い
る
方
々
と
そ
う
で

な
い
方
々
が
一
緒
に
避
難
で
き
る
よ
う
に
避

難
所
名
簿
も
大
切
で
す
が
、
ペ
ッ
ト
名
簿 

（
種
類
・
数
・
し
つ
け
の
状
況
が
分
か
る
も
の
）

も
し
っ
か
り
作
成
し
て
お
く
こ
と
も
必
要
で

す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

★
京
都
芸
術
セ
ン
タ
ー
に 

開
設
さ
れ
る
避
難
所
に
つ
い
て  

 

  

避
難
所
開
設
マ
ニ
ュ
ア
ル
以
外
の
行
動
手

順
（
連
絡
網
の
構
築
等
）
を
知
ら
せ
る
手
順 

書
等
は 

只
今
変
更
中
で
す
が
、
基
本
は
各 

町
内
会
長
保
管
の
避
難
所
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
本 

年
度
か
ら
配
布
さ
れ
た
消
防
署
か
ら
の
防
災

マ
ニ
ュ
ア
ル
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

●
い
つ
災
害
が
起
き
て
も
大
丈
夫
な
様
に

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
各
世
帯
・
各
町
内
で
の 

備
蓄
品
や
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て
考

え
て
お
く
事
が
必
要
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

●
避
難
所
へ
の
避
難
だ
け
で
な
く
、
自

宅
や
町
内
で
の
避
難
を
念
頭
に
備
蓄
品
の

用
意
も
徹
底
し
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

現
在
明
倫
の
備
蓄
庫
に
は
京
都
市
か
ら
の

ア
ル
フ
ァ
化
米
と
水
以
外
に
図
表
①
②
の

備
蓄
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
は
ロ
ー
リ
ン
グ
ス

ト
ッ
ク
法
と
い
う
、
消
費
期
限
の
古
い
も

の
か
ら
順
に
訓
練
そ
の
他
に
使
用
し
て
新

し
い
も
の
を
補
給
し
て
ゆ
く
方
法
を
と
っ

て
い
ま
す
。 

取
材
（
長
谷
川
・
塩
月
） 

自
主
防
災
会
か
ら 

年
始
の
出
初
式
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス 

感
染
症
拡
大
防
止
の
為
、
残
念
な
が
ら
中
止 

と
な
り
ま
し
た 

 
 
 
 
 
 

道
家
秀
明 

                                     

令
和
二
年
祇
園
祭 

「
御
神
霊
渡
御
祭
」 

祭
事
委
員
会 

辻
井
健
男 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
日
本
国
内

に
お
い
て
も
猛
威
を
ふ
る
い
、
本
年
度
の
祇
園

祭
山
鉾
巡
航
神
輿
渡
御
は
中
止
と
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
祇
園
祭
そ
の
も
の
が
中
止

と
な
っ
た
わ
け
で
は
な
く
「
こ
の
よ
う
な
時
だ

か
ら
こ
そ
疫
病
退
散
を
願
い
、
厳
粛
に
各 

祭
儀
は
斎
行
し
た
い
」
と
の
思
い
か
ら
神
事
の

斎
行
を
検

討
。
全
国

の
夏
祭
り

が
中
止
と

な
る
中
、

八
坂
神
社

は
疫
病
退

散
を
祈
念

す
る
最
た

る
神
社
と

し
て
「
祇

園
祭
の
神

事
が
全
国
神
社
祭
礼
の
一
つ
の
指
標
と
な
る

よ
う
に
」
と
の
願
い
も
込
め
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。 御

旅
所
に
御
神
霊
が
鎮
座
す
る
七
月
十
八

日
か
ら
二
十
三
日
の
間
、
氏
子
二
十
五
学
区
を 

六
日
間
に
わ
け
て
ご
神
霊
の
巡
行
行
列
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
明
倫
学
区
へ
は
二
十
二
日
の 

夕
刻
、
台
車
に
御
幣
を
立
て
て
八
坂
神
社
御
祭

神
の
ご
神
意
発
揚
を
祈
り
、
氏
子
区
域
を
廻
り
、

疫
病
退
散
を
祈
る
行
列
を
お
迎
え
い
た
し
、 

大
田
八
坂
清
々
講
社
幹
事
、
村
尾
明
倫
自
治
連

合
会
理
事
長
・
塩
月
八
坂
婦
人
会
幹
事
宅
前
で
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お
祓
い
を
受
け
御
心
霊
に
拝
礼
い
た
し
ま
し

た
。 

 

祇
園
祭
と
明
倫
学
区 

 
 
 
 

ま
ち
づ
く
り
委
員 

長
谷
川
明 

 

 

「
明
倫
学
区
と
い
え
ば
祇
園
祭 

祇
園
祭

と
い
え
ば
明
倫
学
区
」
こ
れ
が
わ
が
明
倫
に

共
通
す
る
意
識
だ
と
思
う
。
全
山
鉾
三
十
四

基
の
う
ち
十
四
基
の
山
鉾
を
出
す
地
域
で
あ

る
か
ら
当
然
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
そ
の
祇
園

祭
が
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
の
た
め
巡
行
中

止
と
な
っ
た
。
年
始
め
に
は
想
像
も
し
な
か

っ
た
事
態
で
あ
る
。
明
倫
の
ま
ち
づ
く
り
の

基
本
で
あ
る
「
祇
園
祭
を
行
う
に
ふ
さ
わ
し

い
景
観
づ
く
り
」
「
商
い
と
生
活
が
響
き
合

う
ま
ち
づ
く
り
」
に
と
っ
て
も
根
本
が
揺
ら

ぐ
ま
で
は
い
か
な
い
に
し
て
も
、
人
と
人
と

の
接
触
が
制
限
さ
れ
る
と
ど
ん
な
活
動
も
出

来
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
ま
ざ
ま
ざ
と
思
い

知
ら
さ
れ
た
令
和
二
年
の
祇
園
祭
だ
。
こ
の

特
別
な
年
に
各
山
鉾
町
は
ど
の
よ
う
に
お
祭

り
を
行
っ
た
の
か
、
詳
細
は
次
の
「
赤
井
氏

の
報
告
」
に
譲
り
、
全
体
の
様
子
を
書
い
て

み
た
。 

明
倫
学
区
の
先
祭
地
域
を
ま
ち
歩
き
し
た
。

い
つ
も
な
ら
見
ら
れ
る
、
提
灯
、
幔
幕
、
会

所
飾
り
な
ど
は
殆
ん
ど
無
く
、
粽
販
売
の
予

定
が
書
い
て
あ
る
山
が
一
件
そ
れ
以
外
は
お

飾
り
も
無
い
状
態
。
少
し
早
か
っ
た
せ
い
も

あ
っ
た
よ
う
で
、
後
日
何
件
か
の
山
が
粽
を

販
売
し
て
い
た
。
こ
れ
は
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
の

事
態
に
厄
除
け
粽
を
欲
す
る
人
た
ち
が
大
勢

い
て
、
尚
更
必
要
と
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

尚
、
四
条
通
の
函
谷
鉾
や
月
鉾
は
会
所
飾
り

を
し
て
い
た
。
十
六
日
に
は
宵
山
に
付
き
も

の
の
烏
丸
通
の
屋
台
も
無
く
、
静
か
で
落
ち

着
く
。
か
つ
て
消
防
団
に
い
た
と
き
、
夜
の

巡
回
中
に
若
い
女
の
子
か
ら
「
こ
れ
っ
て
何

の
お
祭
り
？
」
と
聞
か
れ
た
と
き
に
は
あ
き

れ
果
て
た
が
、
屋
台
だ
け
に
出
て
く
る
若
者

に
も
困
っ
た
も
の
で
あ
る
。 

後
祭
地
域
。
お
飾
り
を
し
て
い
な
い
山
も

あ
る
が
、
室
町
通
や
新
町
通
は
高
張
提
灯
が

見
事
に
揃
っ
て
い
て
い
い
感
じ
。
各
町
も
提

灯
を

出
し

て
い

る
家

も
多

数
あ

り
、

静
か

な
が

ら
も

雰
囲

気
が

あ
る
。
会
所
飾
り
が
超
立
派
な
と
こ
ろ
も
あ

り
、
通
常
は
見
ら
れ
な
い
お
飾
り
な
ど
が
見

ら
れ
て

得
を
し

た
気
分

が
す
る
。

二
十
二

日
夕
方

に
八
坂

神
社
よ

り
御
榊

の
巡
行
、

二
十
四

日
は
雨

の
中
、
三
条
通
を
馬
上
の
御
榊
の
還
幸
も
あ

り
、
無
病
息
災
、
災
厄
退
散
祈
願
の
お
祭
り

は
静
か
に
終
わ
っ
た
。
明
倫
学
区
民
に
と
っ

て
、
い
や
、
京
都
市
民
に
と
っ
て
も
な
ん
と

も
寂
し
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
本
来
の
純
粋

な
厄
払
い
の
神
事
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
り
、

宿
泊
施
設
や
飲
食
業
に
変
貌
し
つ
つ
あ
る
現

状
に
一
石
を
投
じ
た
こ
と
に
な
る
の
か
も
し

れ
な
い
。 

 
 

 祇
園
祭
後
祭
宵
山 

「
ま
ち
あ
る
き
」
報
告 

鯉

山

町

・

赤

井

又

三

郎 

 

 
未
だ
に
明
け
な
い
梅
雨
の
も
と
、
明
倫

ま
ち
づ
く
り
委
員
９
名
が
、
自
治
会
館
前

に
集
合
し
て
、
明
倫
学
区
内
の
祇
園
祭
後

祭
の
山
鉾
町
と
景
観
変
更
申
請
の
あ
っ

た
物
件
を
訪
ね
る
「
ま
ち
あ
る
き
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍

で
４
月
２
０
日
祇
園
祭
山
鉾
連
合
会
は
、

山
鉾
建
て
・
山
鉾
巡
行
・
神
輿
渡
御
の
中

止
を
決
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
神
事
は
粛
々

と
執
り
行
わ
れ
る
と
か
。
ま
ず
①
橋
弁
慶

山
：
し
つ
ら
え
等
無
し
。
②
鯉
山
：
町
席

前
・
理
事
長
宅
・
神
事
係
宅
・
行
司
宅
前

に
し
め
縄
が
張
ら
れ
、
町
席
床
の
間
に

「
神
速
素
戔
嗚
尊
」
の
お
軸
と
榊
の
祭
壇

が
設
け
ら
れ
、
保
存
会
員
は
４
班
に
分
か

れ
て
「
吉
符
入
り
式
」
を
参
拝
、
厄
除
け

に
粽
を
拝
受
し
ま
し
た
。
幔
幕
は
４
軒
の

み
。
③
浄
妙
山
：
軒
下
提
灯
が
数
軒
吊
り

下
げ
ら
れ
、
夜
間
は
点
灯
さ
れ
た
。
④
黒

主
山
：
町
会
所
飾
・
祭
壇
が
設
け
ら
れ
、

入
り
口
で
消
毒
液
を
受
け
、
厄
除
け
粽
等

授
与
さ
れ
る
。
高
張
提
灯
が
祭
り
の
雰
囲

気
を
醸
し
だ
し
て
い
た
。
景
観
変
更
申

請
：
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
フ
ラ
ッ
グ
シ
ョ
ッ
プ
の

表
店
舗
に
ヒ
サ
シ
が
付
け
ら
れ
、
外
壁
の

一
部
が
新
し
く
装
飾
さ
れ
良
く
な
り
ま

し
た
。
着
物
や
ス
カ
ー
フ
等
の
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
が
一
堂
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
⑤

鷹
山
：
町
会
所
で
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス

タ
ン
ト
を
保
ち
、
厄
除
け
チ
マ
キ
等
が
授

与
さ
れ
、
夕
方
に
は
お
囃
子
も
さ
れ
た
。

⑥
八
幡
山
：
し

つ
ら
え
等
無

し
。
⑦
北
観
音

山
：
唯
一
吉
田

家
で
は
高
張

提
灯
・
幔
幕
・

屏
風
飾
り
が

行
わ
れ
、
見
学

者
は
興
味
深

く
観
て
お
ら

れ
た
。
⑧
南
観
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音
山
：
高
張
提
灯
・
町
会
所
２
階
飾
・
厄

除
け
粽
等
が
授
与
さ
れ
、
祇
園
祭
の
し
つ

ら
え
が
見
事
で
、
夕
方
か
ら
高
張
提
灯
が

点
灯
さ
れ
、
そ
ぞ
ろ
歩
き
の
観
光
客
は
宵

山
の
雰
囲
気
を
楽
し
ん
で
お
ら
れ
た
。 

 

本
来
祇
園
祭
は
、
疫
病
退
散
（
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
収
束
）
を
祈
念
す
る
お
祭
り
と

聞
い
て
い
ま
す
。
山
鉾
建
て
・
山
鉾
巡
行

等
の
中
止
を
決
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
八
坂

神
社
で
は
例
年
ど
お
り
疫
病
退
散
の
神

事
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
ソ
ー
シ
ャ
ル

デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
保
っ
て
、
厄
除
け
ち
ま

き
を
求
め
て
来
ら
れ
た
方
に
、
厄
除
け
ち

ま
き
等
授
与
さ
れ
て
も
良
か
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
７
月
２
２
日
の
夕

方
、
中
御
座
神
輿
渡
御
コ
ー
ス
を
明
倫
学

区
内
他
の
祇
園
祭
後
祭
の
山
鉾
町
を
、
八

坂
神
社
の
神
事
「
御
神
霊
祭
」
の
御
幣
台

車
が
巡
行
さ
れ
ま
し
た
。
室
町
通
・
新
町

通
の
山
鉾
町
は
、
幔
幕
を
張
っ
て
、
高
張

提
灯
を
建
て
、
点
灯
し
て
「
疫
病
退
散
」

を
願
う
巡
行
を
迎
え
て
欲
し
い
も
の
で

し
た
。 

 

《
各
種
団
体
活
動
》 

 

明
倫
消
防
分
団
２
０
１
９
報
告 

分
団
長 

小
西
博
人 

 

コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
消
防
団
活
動
も
自
粛
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
自
宅
で

過
ご
さ
れ
る
方
が
増
え
た
せ
い
か
、
コ
ン
ロ
や

タ
バ
コ
を
出
火
原
因
と
す
る
火
事
が
増
え
て

い
る
の
も
事
実
で
す
。
幸
い
明
倫
学
区
で
は
命

に
か
か
わ
る
よ
う
な
火
災
は
起
き
て
は
い
ま

せ
ん
が
、
火
災
は
一
瞬
で
人
の
命
と
財
産
を
奪

い
ま
す
。
明
倫
消
防
分
団
で
は
、
こ
の
地
域
か

ら
火
災
を
出
し
た
く
な
い
と
い
う
思
い
か
ら

毎
月
２
回
の
防
火
運
動
と
い
ざ
と
い
う
時
の

た
め
に
装
備
品
の
点
検
整
備
は
続
け
て
い
ま

す
。
５
日
２
０
日
の
「
火
の
用
心
」
の
声
が
防

火
を
意
識
し
て
頂
け
る
機
会
に
な
れ
ば
幸
い

で
す
。
昨
年
、
国
内
に
お
い
て
火
災
で
亡
く
な

ら
れ
た
方
が
一
四
七
七
名
も
お
ら
れ
た
こ
と

を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？
京
都
市
の
火
災
死

者
数
は
例
年
十
名
前
後
な
の
で
す
が
、
昨
年
は

四
十
名
を
超
え
ま
し
た
。
七
月
に
起
き
た
京
ア

ニ
放
火
事
件
で
は
、
高
温
の
煙
が
建
物
内
に
一

気
に
広
ま
っ
た
こ
と
で
三
十
名
以
上
の
方
が

逃
げ
遅
れ
て
命
を
落
と
さ
れ
ま
し
た
。
消
防
局

で
は
、
こ
の
火
災
か
ら
避
難
さ
れ
た
方
々
か
ら
、

聴
き
取
り
で
得
た
貴
重
な
教
訓
を
基
に
、「
火

災
か
ら
命
を
守
る
避
難
の
指
針
」
を
策
定
し
ま

し
た
。
そ
し
て
先
頃
、
こ
の
指
針
を
わ
か
り
易

く
説
明
し

た
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
が

完
成
し
ま

し
た
。
事
業

所
だ
け
で

な
く
あ
ら
ゆ
る
火
災
に
対
応
し
た
避
難
に
特

化
し
た
指
針
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
避
難

訓
練
や
防
災
訓
練
、
イ
ベ
ン
ト
等
を
通
し
て
配

布
、
周
知
し
て
い
く
予
定
と
の
事
で
す
が
、
興

味
の
あ
る
方
は
京
都
市
消
防
局
の
HP
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
し
、
ま
た
明
倫
分
団
詰

所
で
も
見
ら
れ
ま
す
の
で
気
軽
に
お
声
が
け

く
だ
さ
い
。
火
事
を
出
さ
な
い
こ
と
が
先
決
で

す
が
、
万
が
一
火
災
に
遭
遇
し
た
時
に
ど
う
行

動
す
れ
ば
い
い
か
頭
に
入
れ
て
お
く
こ
と
も

災
害
準
備
の
一
つ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会 

今
夏
の
日
々
「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
」 

会
長 

 

長
谷
川 

久
美
子 

長
引
く
コ
ロ
ナ
自
粛
、
Ｔ
Ｖ
で
は
そ
れ
ま

で
馴
染
み
の
な
か
っ
た
医
療
関
係
者
や
専
門

家
を
覚
え
て
し
ま
う
ほ
ど
で
す
。
酷
暑
で
熱

中
症
ま
で
重
な
り
、
社
会
も
個
人
生
活
も
コ

ロ
ナ
疲
れ
気
味
で
す
。
一
日
も
早
い
終
息
願

い
ま
す
。
私
た
ち
学
区
民
生
委
員
・
児
童
委

員
は
、「
お
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
か
？
」「
大

き
く
な
っ
た
ね
！
」
…
と
、
地
域
で
の
お
声

掛
け
、
見
守
り
活
動
が
大
き
な
柱
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
き
っ
ず
ぱ
ぁ
く
は
「
三
密
」
を

避
け
る
為
、
３
月
か
ら
休
会
、
そ
の
後
４
月

16
日
政
府
か
ら
出
さ
れ
た
「
緊
急
事
態
宣

言
」
を
受
け
、
訪
問
活
動
は
、
お
電
話
や
文

章
配
布
に
変
更
し
て
き
ま
し
た
。関
係
機
関
、

委
員
間
で
意
見
交
換
し
情
報
共
有
、
状
況
把

握
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
出
来
る
事
は
何

か
？
優
先
事
項
は
何
か
？
終
息
の
時
期
が
未

だ
判
ら
な
い
状
況
下
、「
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ

ス
タ
ン
ス
」
で
活
動
を
始
め
て
い
ま
す
。
８

月
は
、
担
当
地
域

を
熱
中
症
・
特
殊

詐
欺
注
意
喚
起
と

見
守
り
に
回
り
ま

し
た
。 

９
月
の
き
っ
ず
ぱ
ぁ
く
「
個
別
育
児
相
談
in

明
倫
」（
人
数
限
定
、
事
前
予
約
制
）
専
門
家

保
健
師
さ
ん
に
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
育

児
、
子
育
て
中
の
マ
マ
さ
ん
の
悩
み
等
々
、

な
ん
で
も
相
談
会
で
す
。
今
は
、
手
探
り
で

す
が
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
」
を
守

り
、
人
の
心
に
は
、
何
時
で
も
寄
り
添
え
る

活
動
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
最

後
に
、
高
倉
小
学
校
下
校
時
見
守
り
で
の
様

子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
七
月
末
暑
い
日
差
し

の
中
、
信
号
待
ち
の
間
お
喋
り
を
す
る
の
が

私
の
楽
し
み
、
一
年
生
の
グ
ル
ー
プ
が
来
た

の
で
「
み
ん
な
、
か
わ
い
い
マ
ス
ク
付
け
て

る
ね
。お
母
さ
ん
の
手
作
り
？
」「
違
う
！
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
や
。」と
返
事
が
返
っ
て
き
ま
し

た
。
勿
論
、
マ
マ
手
作
り
、
市
販
も
色
々
あ

る
で
し
ょ
う
が
、
孫
の
好
き
な
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
で
マ
ス
ク
を
手
作
り
し
て
い
る
風
景
が
浮

び
ま
し
た
。
心
和
み
ま
し
た
。 

  

《
サ
ー
ク
ル
紹
介
》 

 

バ
ル
ー
ン
ク
ラ
ブ 

「
子
育
て
世
代
が
地
域
で
つ
な
が
る 

き
っ
か
け
づ
く
り
」
代
表 

大
江 

千
恵 

  

バ
ル
ー
ン
ク
ラ
ブ
と
い
う
名
前
で
は
あ
り

ま
す
が
、
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
だ
け
で
は
な
く
、

子
育
て
世
代
が
楽
し
く
交
流
で
き
る
居
場
所

づ
く
り
を
目

指
し
て
い
ま

す
。 

昨
年
度
は
、
め

い
り
ん
夏
祭

り
の
こ
ど
も

縁
日
や
、
運
動

会
の
バ
ル
ー

ン
ア
ー
チ
な

ど
で
地
域
の

イ
ベ
ン
ト
に

も
参
加
さ
せ
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て
い
た
だ
き
ま
し
た
！ 

準
備
し
て
盛
り
上
げ
て
く
だ
さ
っ
て
る
役
員

や
有
志
の
方
々
の
有
り
難
さ
と
、
め
い
り
ん
パ

ワ
ー
を
感
じ
、
当
日
は
大
人
も
こ
ど
も
も
世
代

を
越
え
て
一
緒
に
楽
し
め
、
た
く
さ
ん
の
笑
顔

に
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
災
害
等
の
い
ざ
と
い
う
と
き
に
も
、
顔

見
知
り
に
な
っ
て
お
く
こ
と
で
地
域
の
住
民

同
士
で
支
え
あ
う
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
つ
な

が
り
を
作
る
こ
と
は
と
て
も
大
事
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
。 

現
在
は
コ
ロ
ナ
禍
で
休
止
し
て
い
ま
す
が
、
キ

ッ
ズ
イ
ベ
ン
ト
や
、
マ
マ
カ
フ
ェ
、
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
な
ど
も
し
て
い
ま
す
。
引
っ
越
し
て
こ
ら

れ
た
ば
か
り
や
、
近
所
に
知
り
合
い
が
お
ら
ず

不
安
な
マ
マ
も
、
気
軽
に
仲
間
作
り
に
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。 

 
 

k
y
oto.fleu

r@
g
m

a
il.com

 
 

ト
リ
プ
ル
Ｃ 

卓
球
サ
ー
ク
ル 

高
宮
由
美
子 

  

毎
週
水
曜
日
、
朝
10
時
か
ら
12
時
ま
で
マ

マ
さ
ん
卓
球
を
し
て
い
ま
す
。 

初
心
者
か
ら
経
験
者
ま
で
、
幅
広
い
卓
球
歴
の

メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
て
い
る
た
め
、
全
く
卓

球
を
し
た
こ
と
が
無
い
方
で
も
気
軽
に
始
め

ら
れ
ま
す
。
そ
の
日
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
は

上
級
者
に
教
え
て
も
ら
え
る
か
も
！
？ 

い
つ
も
話
題
に
尽
き
な
い
仲
良
し
メ
ン
バ
ー

な
の
で
、
練
習
よ
り
も
お
し
ゃ
べ
り
に
花
が
咲

く
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
（
笑
）
気
付
い
た
ら

終
了
時
間
に
な
っ
て
し
ま
い
、
ほ
と
ん
ど
使
っ

て
な
い
ラ
ケ
ッ
ト
を
し
ま
う
こ
と
も
し
ば
し

ば
幼
稚
園
～
中
学
生
、
上
は
大
学
生
ま
で
の
子

供
が
い
る
マ
マ
さ
ん
が
ほ
と
ん
ど
な
の
で
、
子

育
て
相
談
室
の
よ
う
に
な
っ
た
り
女
子
会
に

な
っ
た
り
。 

も
ち
ろ
ん
真
面

目
に
練
習
も
し

て
い
ま
す
。
ウ
ォ

ー
ミ
ン
グ
ア
ッ

プ
の
基
礎
打
ち

か
ら
サ
ー
ブ
練

習
、
試
合
形
式
の

練
習
な
ど
、
そ
の

日
の
メ
ン
バ
ー

で
や
り
た
い
練

習
メ
ニ
ュ
ー
を

考
え
ま
す
。
極
め

た
い
技
を
納
得
が
い
く
ま
で
と
こ
と
ん
練
習

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。 

ま
た
、
年
に
１
度
不
定
期
で
「
ト
リ
プ
ル
杯
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
景
品
を

用
意
す
る
の
で
、
チ
ー
ム
の
団
結
力
が
強
ま
り
、

な
か
な
か
盛
り
上
が
り
ま
す
！ 

 

興
味
が
あ
る
方
は
是
非
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 
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『
親
住
民

』
紹
介 

 

明
倫
地
域
景
観
づ
く
り
協
議
会
で
は
新
し

く
こ
の
学
区
に
建
物
を
建
て
ら
れ
た
り
、
改

装
さ
れ
た
り
す
る
方
々
と
協
議
を
す
る
機
会

を
持
た
せ
て
も
ら
っ
て
お
り
ま
す
。
通
り
に

対
し
て
の
景
観
や
界
隈
と
の
お
つ
き
あ
い
な

ど
い
ろ
ん
な
こ
と
が
話
題
に
な
り
ま
す
。
２

０
１
５
年
に
協
議
会
が
発
足
し
て
以
来
、
多

く
の
方
々
が
協
議
に
来
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

中
で
も
規
模
が
大
き
く
目
立
つ
の
が
ホ
テ
ル

で
す
。
地
域
に
住
む
者
に
と
っ
て
は
近
い
け

ど
遠
い
（
な
か
な
か
泊
ま
る
こ
と
は
な
い
）

ホ
テ
ル
で
す
が
、
学
区
の
新
し
い
お
仲
間
と

し
て
末
長
く
お
つ
き
あ
い
を
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。 

今
後
、
順
不
同
な
が
ら
新
し
く
地
域
に
こ

ら
れ
た
「
親(

新)

住
民
」
の
ご
紹
介
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。 

担
当 

小
島
富
佐
江 

 

三
井
ガ
ー
デ
ン
ホ
テ
ル
京
都
新
町 

別
邸 

別
邸
が
佇
む
の
は
「
旧
松
坂
屋
京
都
業
務

部
・
染
織
参
考
館
」
跡
地
。 

旧
建
物
の
町
屋
の
イ
メ
ー
ジ
を
活
か
し
つ
つ
、

更
に
イ
ン
テ
リ
ア
に
も
旧
建
物
の
敷
石
・
梁

な
ど
を
活
用
。「
伝
統
・
再
生
・
継
承
」
を
テ

ー
マ
に
お
客
様
を
特
別
な
滞
在
へ
と
導
き
ま

す
。
※
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
の
為
一
部
客
室
備
品
や
サ
ー
ビ
ス
内

容
を
変
更
し
て
営
業
し
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
当
ホ
テ
ル
は
明
倫
学
区
で
の
宿
泊
施

設
と
の
「
災
害
時
の
施
設
利
用
に
関
す
る
協

定
」
締
結
第

１
号
施
設
で

あ
り
、
大
規

模
災
害
時
に

お
け
る
地
域

避
難
所
で
の

共
同
生
活
が

困
難
な
高
齢

者
や
障
が
い

の
あ
る
方
、

妊
産
婦
や
乳

幼
児
等
の
災

害
時
要
配
慮
者
に
対
し
て
、
一
時
避
難
施
設

と
し
て
施
設
利
用
の
提
供
を
す
る
こ
と
と
い

た
し
て
お
り
ま
す
。 

 

ホ
テ
ル
イ
ン
タ
ー
ゲ
ー
ト
京
都 

  
 

四
条
新
町 

２
０
１
８
年
３
月
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
。

「
京
都
に
暮
ら
す
よ
う
に
泊
ま
る
ホ
テ
ル
」

を
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
自
宅
で
寛
い

で
い
る
よ
う
な
居
心
地
の
良
さ
を
感
じ
て
い

た
だ
け
る
空
間
を
ご
提
供
。
大
浴
場
を
完
備

し
旅
の
疲
れ
を
癒
し
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ゲ
ー

ト
ラ
ウ
ン
ジ
で
は
、
最
新
マ
シ
ー
ン
で
抽
出

す
る
京
都
の
コ
ー
ヒ
ー
店
と
コ
ラ
ボ
し
た
こ

だ
わ
り
の
コ
ー
ヒ
ー
や
お
夜
食
の
“
ぶ
ぶ
漬

け
”
な
ど
朝
か
ら
夜
ま
で
の
時
間
帯
ご
と
に

異
な
る

無
料
の

サ
ー
ビ

ス
と
野

菜
を
活

か
し
た

朝
食
を

ご
提
供

し
て
お

り
ま
す
。

京
都
の

伝
統
産

業
や
文
化
を
体
験
で
き
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

や
イ
ベ
ン
ト
を
定
期
的
に
開
催
す
る
ほ
か
、

お
好
き
な
時
に
手
軽
に
体
験
で
き
る
和
蝋
燭

の
絵
付
け
や
お
抹
茶
体
験
も
ご
用
意
し
て
お

り
ま
す
。
※
現
在
、
一
部
ご
案
内
を
変
更
し

て
お
り
ま
す
。 
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《
書
籍
紹
介
》 

「
１
０
０
年
マ
ン
シ
ョ
ン
へ
の
道
す
じ
」 

田
原
陽
子 

（
鯉
山
町
、
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
） 

明
倫
学
区
に
は
現
在
22
棟
の
分
譲
マ
ン

シ
ョ
ン
が
あ
り
、
学
区
の
８
割
の
住
民
が
マ

ン
シ
ョ
ン
住
ま
い
だ
。
安
心
安
全
な
明
倫
学

区
、住
み
続
け
た
い
ま
ち
に
す
る
た
め
に
は
、

マ
ン
シ
ョ
ン
の
質
を
高
め
る
こ
と
が
不
可
欠

で
あ
る
。 

鯉
山
町
の
ロ
ー
レ
ル
コ
ー
ト
室
町
（
以
下
LC

室
町
）
で
は
、
十
年
前
の
大
規
模
修
繕
工
事
を

行
う
機
会
に
有
志
十
名
が
集
ま
り
修
繕
委
員

会
を
立
ち
上
げ
た
。
管
理
会
社
任
せ
に
せ
ず
、

管
理
組
合
主
導
で
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
・
運
営
に

熱
心
な
活
動
を
続
け
て
い
る
。 

こ
ん
な
ふ
う
に
い
う
と
「
面
倒
な
こ
と
」
と

思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。 

だ
が
、
自
分
た
ち
の
住
ま
い
の
こ
と
が
管
理

会
社
の
言
い
な
り
で
勝
手
に
決
め
ら
れ
て
い

た
と
し
た
ら
？
管
理
費
、
修
繕
積
立
金
と
し

て
支
払
っ
て
い
る
お
金
が
将
来
の
マ
ン
シ
ョ

ン
の
維
持
に
十
分
役
立
っ
て
い
な
い
と
し
た

ら
？ 

不
安
な
み
な
さ
ん
に
こ
れ
ま
で
体
験
し
て
き

た
こ
と
を
伝
え
た
い
。
LC
室
町
も
１
０
０
年

マ
ン
シ
ョ
ン
を
目
指
し
た
い
。
す
べ
て
の
マ

ン
シ
ョ
ン
で
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。
そ
ん
な

思
い
か
ら
表
題
の
本
に
LC
室
町
で
取
り
組

ん
で
き
た
大
規
模
修
繕
に
関
わ
る
経
緯
を
ま

と
め
た
。
私
自
身
、
京
都
市
内
で
先
進
的
な

取
り
組
み
を
し
て
い
る
マ
ン
シ
ョ
ン
を
訪
ね
、

い
ろ
い
ろ
勉
強
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。そ
し
て
、

実
際
に
現
場
へ
足
を
運
ぶ
こ
と
、
そ
し
て
仲

間
を
作
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
。 

み
ん
な
で
考
え
て
や
っ
て
い
け
ば
、
マ
ン
シ

ョ
ン
は
よ
り
良
く
な
り
、長
持
ち
す
る
。「
み

ん
な
で
」
と
い
う
の
は
「
民
主
的
に
平
等
に
」

い
う
意
味
で
は
な
い
。
各
自
の
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
や
知
恵
を
寄
せ
集
め
て
、
様
々
な
側
面
か

ら
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
な
の
だ
。 

具
体
的
な
こ
と
や
方
法
は
本
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
話
を
聞
い
て
ほ
し
い
、
ご
要
望
な
ど
、
い

つ
で
も
相
談
に
乗
り
ま
す
。
お
気
軽
に
ま
ち
づ

く
り
委
員
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

１
０
０
年
マ
ン
シ
ョ
ン

編
集
委
員
会 

編 

「
１
０
０
年
マ
ン
シ
ョ

ン
へ
の
道
す
じ
」２
０
２

０
年
８
月
８
日 

発
行
：
消
費
者
経
済

研
究
所
。 

  

令
和
２
年
度
総
会
で
会
則
改
正
も
あ
り
、

今
一
度
、
明
倫
自
治
連
合
会 
会
則
を
知
っ

て
も
ら
う
た
め
に
掲
載
い
た
し
ま
す 

 

明
倫
自
治
連
合
会 

会
則 

令
和
二
年
五
月
十
二
日
（
２
０
２
０
）   

（
名
称
及
び
事
務
所
） 

第
１
条 

本
会
の
名
称
は
明
倫
自
治
連
合
会
と
し
、
事

務
所
を
明
倫
自
治
会
館
に
置
く
。 

（
〒604-8156 

京
都
市
中
京
区
室
町
通
錦
小
路
上
ル

山
伏
山
町
５
５
３
番
地 

元
明
倫
幼
稚
園
内
） 

 

（
区
域
） 

第
２
条 

本
会
の
対
象
区
域
は
， 

京
都
市
中
京
区 

饅
頭
屋
町
，
七
観
音
町
，
手
洗
水
町
，
笋
町
，
烏
帽

子
屋
町
，
鯉
山
町
，
山
伏
山
町
，
菊
水
鉾
町
，
了
頓

図
子
町
，
観
音
堂
町
，
三
条
町
，
六
角
町
，
百
足
屋

町
，
小
結
棚
町
，
炭
之
座
町
，
御
倉
町
，
衣
棚
町
，

釜
座
町
，
骨
屋
町
，
玉
蔵
町
，
西
六
角
町
，
橋
弁
慶

町
，
姥
柳
町
，
不
動
町
，
占
出
山
町
，
天
神
山
町
，

西
錦
小
路
町 

の
区
域
と
す
る
。 

 （
目
的
） 

第
３
条 

本
会
の
目
的
は
次
の
通
り
と
す
る
。 

１
、
明
倫
ま
ち
づ
く
り
（
明
倫
学
区
地
区
計
画
）
の
推

進
。 

（
１
）
安
心
、
安
全
に
暮
ら
せ
る
、
交
流
豊
か
な
ま
ち

を
創
る
。 

（
２
）
住
ま
い
と
商
い
と
が
共
存
す
る
、
風
格
あ
る
ま

ち
を
創
る
。 

（
３
）
明
倫
学
区
に
誇
り
と
愛
着
を
持
ち
、
文
化
が
薫

る
ま
ち
を
創
る
。 

２
、
明
倫
景
観
づ
く
り
の
推
進
。 

（
１
）
地
域
の
歴
史
・
文
化
を
受
け
継
ぐ
調
和
の
と
れ

た
ま
ち
な
み
を
創
る
。 

（
２
）
商
い
の
ま
ち
に
ふ
さ
わ
し
い
質
の
高
い
美
し
い

ま
ち
な
み
を
創
る
。 

３
、
各
種
団
体
事
業
の
円
滑
な
運
営
の
為
の
調
整
と
支

援
。 

４
、
会
運
営
の
為
の
人
材
の
発
掘
と
育
成
。 

 

（
事
業
） 

第
４
条 

前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
為
に
次
の
事
業
を

行
う
。 

１
、
本
会
と
各
種
団
体
が
独
自
ま
た
は
協
働
で
行
う
事

業
。 

２
、
明
倫
自
治
会
館
及
び
芸
術
セ
ン
タ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
維
持
管
理
。 

３
、
行
政
、
近
隣
学
区
と
の
連
携
事
業
。 

 

（
学
区
民
） 

第
５
条 

本
会
を
構
成
す
る
学
区
民
は
次
の
通
り
と
す

る
。 

１
、
明
倫
学
区
に
居
住
す
る
も
の
。 

２
、
明
倫
学
区
に
勤
務
す
る
も
の
。 

３
、
明
倫
学
区
で
事
業
を
行
う
個
人
及
び
団
体 

 

。 

（
役
員
） 

第
６
条 

本
会
の
役
員
は
、
次
の
通
り
と
す
る
。 

１
、
役
員
と
は
、
学
区
民
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
理
事
、

会
計
監
査
役
、
各
種
団
体
長
、
各
町
内
会
長
を

い
う
。 

２
、
理
事
（
７
名
以
上
１
５
名
以
内
）
と
会
計
監
査

役
（
２
名
）
は
、
役
員
推
薦
委
員
会
に
お
い
て

候
補
者
を
推
薦
し
、
総
会
に
お
い
て
選
任
す
る
。 

３
、
各
種
団
体
長
は
、
団
体
ご
と
に
そ
の
団
体
の
規

約
に
よ
り
選
出
す
る
。 

４
、
各
町
内
会
長
は
、
町
内
会
ご
と
に
そ
の
町
の
規

約
に
よ
り
選
出
す
る
。 

５
、
理
事
長
、
そ
の
他
の
役
職
に
つ
い
て
は
、
理
事

の
互
選
に
よ
り
選
出
す
る
。 

６
、
理
事
・
会
計
監
査
役
の
任
期
は
選
任
さ
れ
た
定

時
総
会
の
終
結
の
時
か
ら
次
年
度
の
定
時
総

会
の
終
結
の
時
ま
で
と
す
る
。
た
だ
し
再
任
を

妨
げ
な
い
。 

７
、
理
事
長
及
び
各
種
団
体
長
の
重
任
は
１
０
年
以

内
と
す
る
。
た
だ
し
、
任
期
中
に
年
齢
８
０
歳

に
達
し
た
場
合
は
、
そ
の
年
度
を
最
終
任
期
と

し
、
以
後
重
任
は
し
な
い
こ
と
と
す
る
。 

  （
会
議
） 

第
７
条 

本
会
の
会
議
は
次
の
通
り
と
す
る
。 

１
、
毎
事
業
年
度
終
了
後
３
か
月
以
内
に
開
催
す
る

も
の
と
し
、
以
下
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
す
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
１
）
次
期
事
業
計
画
及
び
事
業
予
算
案
。 

（
２
）
前
期
事
業
報
告
及
び
決
算
報
告
。 

（
３
）
理
事
、
会
計
監
査
役
の
選
任
。 

（
４
）
会
則
、
規
定
の
改
正
、
変
更
。 

（
５
）
そ
の
他
の
重
要
事
項
。 
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２
、
定
時
総
会
の
他
必
要
あ
る
場
合
は
、
理
事
会
の 

 
 
 

決
議
を
経
て
臨
時
に
総
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
あ 

 

る
。
ま
た
、
町
内
会
長
と
団
体
長
の
３
分
の
１
以
上 

の
要
請
が
あ
れ
ば
、
理
事
長
は
直
ち
に
臨
時
総
会
を 

招
集
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３
、
総
会
は
、
定
数
の
３
分
の
２
以
上
の
出
席
（
委 

 

任
状
を
含
む
）
に
よ
り
成
立
す
る
。 

４
、
総
会
の
議
決
は
、
出
席
者
の
３
分
の
２
以
上
（
委 

 
 
 
 
 
 

任
状
を
含
む
）
を
も
っ
て
行
う
。 

５
、
総
会
の
議
長
は
、
理
事
長
が
行
う
。 

６
、
定
時
理
事
会
は
、
年
１
０
回
以
上
行
い
、
以
下 

 

の
事
を
立
案
、
審
議
す
る
。 

（
１
）
総
会
に
提
出
す
る
議
案
。 

（
２
）
そ
の
他
、
必
要
と
認
め
る
事
項
。 

な
お
、
理
事
会
は
、
理
事
の
３
分
の
２
以
上
の
出
席 

 
 

に
よ
り
成
立
し
、
決
議
は
出
席
者
の
３
分
の
２
以 

 
 
 

上
を
も
っ
て
行
う
。 

７
、
役
員
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
な
い
行
為
が
あ
っ
た 

 
 

場
合
、
任
期
中
で
あ
っ
て
も
総
会
の
決
議
に
よ
り 

 
 

解
任
す
る
こ
と
が
出
来
る
。 

８
全
て
の
会
議
に
つ
い
て
議
事
録
を
作
成
す
る
。 

 
 

議
事
録
署
名
人
は
議
長
が
指
名
す
る
。 

 

（
運
営
費
用
） 

第
８
条 

本
会
の
運
営
費
用
は
、
次
の
通
り
と
す
る
。 

１
運
営
に
必
要
な
費
用
は
、
各
町
分
担
金
と
寄
付 

 

金
及
び
事
業
参
加
費
を
も
っ
て
あ
て
る
。 

２
、
各
町
分
担
金
は
別
紙
に
よ
り
算
出
す
る
。 

３
、
第
５
条
に
定
め
る
学
区
民
は
、
各
町
分
担
金
ま 

 
 

た
は
個
人
で
自
治
連
合
会
の
定
め
る
規
程
に
基
づ 

 

く
分
担
金
を
納
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
治
連
合
会 

加
入
者
と
し
て
登
録
さ
れ
、
自
治
連
合
会
の
提
供
す 

る
催
し
等
の
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で 

き
る
。
＊
今
回
の
追
加
条
項 

 
（
事
業
年
度
と
会
計
監
査
） 

 

第
９
条 
本
会
の
事
業
年
度
及
び
会
計
監
査
に
つ 

 

 

い
て
は
、
次
の
通
り
と
す
る
。 

１
、
事
業
年
度
は
、
毎
年
４
月
１
日
に
始
ま
り
３
月 

 

３１
日
に
終
わ
る
。 

２
、
連
合
会
よ
り
活
動
費
を
受
け
て
い
る
団
体
は
、 

 
 
 

４
月
末
ま
で
に
会
計
監
査
役
２
名
の
会
計
監
査 

 

を
受
け
る
事
と
す
る
。 

（
付
則
） 

こ
の
会
則
は
平
成
２
２
年
３
月
３
０
日
よ
り
施

行
す
る
。 

平
成
２
２
年
３
月
３
０
日
施
行 

平
成
２
３
年
４
月
１
日
（
改
一
） 

平
成
２
４
年
４
月
１
日
（
改
二
） 

平
成
２
５
年
４
月
１
日
（
改
三
） 

平
成
２
６
年
４
月
１
日
（
改
四
） 

平
成
２
７
年
４
月
１
日
（
改
五
） 

 

令
和
２
年
５
月
12
日 

（
改
六
） 

 ９
月
定
例
理
事
会 

議
題
（
９
月
１
６
日
） 

 

自
治
連
主
催
の
行
事
の
現
状
と
今
後
の 

方
向
性
に
つ
い
て 

 

自
治
連
広
報
の
あ
り
方 

 

園
庭
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
改
修
に
つ
い
て 

 

長
寿
の
お
祝
い
と
成
人
式
に
つ
い
て 

 

自
治
連
分
担
金
の
あ
り
方 

 

お
詫
び 

３６
号
に
掲
載
し
ま
し
た
役
員
名
簿
中
の 

保
健
協
議
会
会
長
・
中
島
久
恵
様
（
鯉
山
町
） 

の
町
名
と
前
保
健
協
議
会
・
献
血
推
進
委
員 

会
会
長
・
吉
居
幸
子
様
の
表
記
が
違
っ
て
い 

ま
し
た
の
で
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す 

投
稿
記
事
＆
広
報
委
員
を
募
集
中
！ 

明
倫
ニ
ュ
ー
ス
や
自
治
連
に
関
す
る
質
問
や
意

見
、
身
近
な
話
題
、
お
知
ら
せ
し
た
い
こ
と
な
ど
、

ま
た
、
広
報
に
参
加
し
た
い
方
、
右
下
の
メ
ー 

ル
ア
ド
レ
ス
に
送
っ
て
く
だ
さ
い
お
待
ち
し
て

い
ま
す 

編
集
後
記 

最
近
の
災
害
は
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
規
模
だ

と
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
つ
何
時
や
っ
て 

来
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
、
そ
し
て
コ
ロ
ナ 

禍
。
い
つ
で
も
動
け
る
体
制
を
と
思
い
３
７ 

号
は
明
倫
防
災
に
焦
点
を
当
て
て
み
ま
し
た
。 

 
 
 
 

広
報
委
員 

長
谷
川
明 

コロナ禍と地域・自治会が抱える問題とは 
「三密禁止」が要請され、自治会の総会ならびに、その他行事も軒並み縮小・中止に追い込まれる状況がおきた。各

種会議なども自粛せざるを得なくなった。マスクの着用は、話しづらく聞きづらく、距離をとらなければならないなど、

今までのコミュニケーションの本質が失われてしまう。しかし各自治会役員並びに各種委員会の方々は大変な状況の下

でも頑張って活動をされています。 

しかしながら、最も大切なことは理事役員等々が話し合いされて、決められたことが、どのように地域の人々に伝わ

っているか？この点が現在問題になっていると思われます。自治会の活動や地域の現状などを地域の人々にどのように

伝えていくか、広報活動の重要性がウイズコロナの時代に求められているのでは、ないでしょうか。 

見えてきたコミュニティ不足の現状 
自治連総会は今年は書面での議決となった。書面評決により、5月12日に開票され、その結果が、各町内に報告され回

覧された。ここで初めて町内の方々も、今年の自治連報告が認知されることになった。 

議案1事業報告並びに決算…全員賛成、保留1。 

議案2事業計画と予算案…賛成62、反対1、保留1。 

議案3役員推薦委員会報告…賛成57、反対1、保留6。 

議案4新役員承認…賛成57、反対5、保留2。 

議案5自治連会則一部改訂（運営費用）第8条3項を追加する件…賛成57、反対5、保留1、無効1。 

とあり、議決権行使者の3分の2以上を以て可決された…との文面が回覧された。 

さて、この中で反対された町内（議決権定数27…議決権行使者26とある）・各種団体（24）・理事（16））の方々の反

対ご意見などは不明です。同時に議案5の会則変更も不明です。 

まず書面評決は仕方がないことだが、その点で重要なことは、地域住民全員に情報を知らしめることが最も大切なこと

だ。事業報告や決算、予算などは後程回覧されるとは思うが、少なくとも書面評決で、反対意見などが見られる議案に

ついては、どのような議案なのか？記載が必要ではないだろうか。5月18日の回覧だが、8月20日になっても、その

点などに関する、自治連本部の報告書は回覧されていない。地域自治会においての活動については、パソコンなどを使

った情報交流は無理（年代的にPCを使っておられない方もおられるので…）としても、まずは情報の詳細な公開、説

明などが最低限必要だと思います。そうした開かれた情報交換、共有意識のもとで、地域の人々のより緊密な交流がな

されるものと思います。私たちがまだ経験したことのないウイズコロナの時代に、よりよい地域を保持していくために

は、必要な活動ではないでしょうか。              明倫まちづくり委員（三条町） 井上成哉  
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